
多様な住宅空調設備を評価するための
暖冷房負荷計算の開発

環境研究グループ
三浦尚志

1



背景
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設計時における建築物のシミュレーション
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建築物省エネ法における
計算スキーム

建築物省エネ法における在室スケジュール

時刻
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0

LD・台所 暖房 平日 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
休日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0

冷房 平日 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
休日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0

子供室１ 暖房 平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1
休日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 0

冷房 平日 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1
休日 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 2

子供室２ 暖房 平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0
休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0

冷房 平日 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 2
休日 2 2 2 2 2 2 2 2 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2

寝室 暖房 平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

冷房 平日 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
休日 2 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

在室 在室（睡眠） 不在室



建築物省エネ法におけるシミュレーションプログラム
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https://house.app.lowenergy.jp/



暖冷房負荷のシミュレーション
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暖冷房エネルギー消費量 ＝ 暖冷房負荷 ÷ 設備の効率



暖冷房負荷計算を行うための入力と簡易計算
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負荷計算の一般的な入力

建築物省エネ法における外皮の指標



暖冷房負荷計算をするメリット
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多様な設備の評価

室温計算



建研で開発中の負荷計算と従来の負荷系との入力項目の違い

8



暖冷房負荷計算とは
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熱負荷に影響を与える熱の流れ
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多様な躯体の省エネ手法
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建築物省エネ法における暖冷房負荷計算
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予め計算された負荷計算結果を補間（按分）するイメージ
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項目 説明

空調機の運転モード
居住者の在・不在に応じて運転の発停を行うか、及び非居室を暖冷房す
るか否かによって、「全館連続運転」、「居室間歇運転」、「居室連続
運転」の3つの運転モードが設定されている。

断熱水準
4つの断熱レベル（昭和55年省エネ基準相当、平成4年省エネ基準相当、
平成11年省エネ基準相当、平成11年省エネ基準を超えるレベル）

熱交換器 有無

日射熱取得
3つの日射遮蔽レベル（遮蔽物なし、レースのカーテン相当、外側ブライ
ンド相当）

通風（自然風の利
用）

なし、換気回数5回/h相当,換気回数20回/h相当

蓄熱 有無



開発中の暖冷房負荷計算の概要
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上流側・下流側のプログラム
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上流側プログラムのデータの入出力
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簡易暖冷房負荷計算の位置づけ
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多様な技術を評価できるか
できない できる

複
雑
さ

複
雑

一般的な暖冷房負荷計算
・入力項目は多い
・計算スピードは遅い
・厳密である
・負荷計算ソフトにもよるが、暖冷房
設備の評価はある程度自由にできる

簡
単

建築物省エネ法における方法
・入力項目は少ない
・計算スピードは速い
・一般的な暖冷房手法を評価
するには十分

・より高度な暖冷房設備や計
画には対応できない

今回開発する暖冷房負荷計算
・入力項目は建築物省エネ法における
入力項目と同程度

・計算スピードは速い
・より高度な暖冷房設備を評価する場
合のみ入力項目を増やすことである
程度自由に暖冷房設備を評価するこ
とが可能

・入力項目を減らしたため、一般的な
暖冷房負荷計算との計算結果には乖
離が生じる。



開発している要素
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室内側の表面温度を解く応答係数法 放射空調の評価

土間床周辺部の熱損失の非定常モデルの開発



開発している要素
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作用温度の計算（形態係数の設定）

PMVによる室内環境の評価（相対湿度を例として）

除湿モデルの開発

室内相互放射の計算
（自己形態係数を生じさせない新たな方法）



開発している要素
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すきま風の計算

日射熱取得率の成分の分離
ダクト式セントラル空調の評価
室間の空気移動量のモデル化



開発している要素
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室内の備品等の
熱容量・湿気容量のモデル化

計算の高速化

アウトプット



成果の反映
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ドキュメント化

ソースコード公開
（MITライセンス）



簡易暖冷房負荷計算の位置づけ
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多様な技術を評価できるか
できない できる

複
雑
さ

複
雑

一般的な暖冷房負荷計算
・入力項目は多い
・計算スピードは遅い
・厳密である
・負荷計算ソフトにもよるが、暖冷房
設備の評価はある程度自由にできる

簡
単

建築物省エネ法における方法
・入力項目は少ない
・計算スピードは速い
・一般的な暖冷房手法を評価
するには十分

・より高度な暖冷房設備や計
画には対応できない

今回開発する暖冷房負荷計算
・入力項目は建築物省エネ法における
入力項目と同程度

・計算スピードは速い
・より高度な暖冷房設備を評価する場
合のみ入力項目を増やすことである
程度自由に暖冷房設備を評価するこ
とが可能

・入力項目を減らしたため、一般的な
暖冷房負荷計算との計算結果には乖
離が生じる。
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